
第11回　鶴田ダムの洪水調節に関する検討会
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　　　　　　国土交通省　九州地方整備局　鶴田ダム管理所
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５．議　事

議事

（1）検討会での決定事項について

（2）平成２２年度取り組み内容と実施状況
　　
　 について

(3) 平成２２年度の出水状況中間報告



（１） 検討会での決定事項について



鶴田ダムの洪水調節に関する検討会　概要　鶴田ダムの洪水調節に関する検討会　概要　

　　　　　
　　　　洪水調節方法見直し案の検討

　　　　
　

　　

　 ①鶴田ダム洪水調節の検証
　 　　 ②洪水調節方法の見直しの可能性
　 　 ③情報提供のあり方

　　　　　

　　　　
　

　　

　 ①鶴田ダム洪水調節の検証
　 　　 ②洪水調節方法の見直しの可能性
　 　 ③情報提供のあり方

　　　　　

河川管理者　：　関係機関と調整の上、ダム管理に反映

地元説明会
【H18年9月~】

検討会委員
【地域代表委員】

地域の方々
との意見交換

意
見

住　民　意　見

意
見

意
見

鶴田ダムの洪水調節に関する
技術検討ワーキング

（学識者・河川管理者で構成）

鶴田ダムの洪水調節に関する検討会

（地域住民代表・学識者・報道関係者・自治体首長等で構成）

報告

意
見

第７回検討会 H20.6.5

第１回検討会 H19.2.6 第８回検討会 H20.11.25

第２回検討会 H19.2.28 第９回検討会 H21.5.26

第１回意見交換 H19.3.17 第10回検討会 H21.11.27

第３回検討会 H19.3.27

第４回検討会 H19.4.26 第１回ワーキング H19.4.23

第５回検討会 H19.5.29 第２回ワーキング H19.5.9

第2回意見交換 H19.7.21 第3回ワーキング H19.5.20

第６回検討会 H19.12.26

検討会・意見交換会

ワーキング

検討会の目的（住民意見の反映）検討会の目的（住民意見の反映）

洪水調節洪水調節
　① 予備放流水位を貯水位130.0mまで低下させる基準の見直し
　② 計画規模を超える洪水時の操作方法の見直し
　③ 更なる洪水調節容量の増量（貯水位130m以下に低下させる）

情報提供情報提供
　① 住民への情報提供
　　　・防災無線、ダム警報局、ダム情報表示板等の活用
　② マスコミとの連携
　　　・テレビ画面にテロップ表示等
　③ 防災意識の向上に向けた取り組み
　　　・防災訓練及び日常の広報活動

平成１９年度出水期から実施平成１９年度出水期から実施

第２回 意見交換の様子
（H19.7.21 虎居地区公民館にて）

第１回 検討会（H19.２.6） 第７回 検討会（H20.6.5）

第１回 意見交換（H19.３.17）

第９回 検討会（H21.５.26）

第８回 検討会（H20.11.25）

第10回 検討会（H21.11..27）



予備放流水位を標高130.0ｍまで低下させる基準の見直し

異常洪水時の操作方法の見直し

更なる洪水調節容量の増量

洪水調節方法の見直しについて洪水調節方法の見直しについて 情報提供のあり方について情報提供のあり方について

「鶴田ダムの洪水調節に関する検討会」は、これからも継続（年２回（洪水期前後）開催）「鶴田ダムの洪水調節に関する検討会」は、これからも継続（年２回（洪水期前後）開催）

住民への情報提供

・地域住民の方々、国・県・市町が連携し、高い防災意識の継続を図る。

・検討会で決まった事の実施状況の確認及び改善を図る。

・新たな課題の抽出及び対策について検討。

　　　　　[お問合せ]
　　　　　　　国土交通省　九州地方整備局
　　　　　　　　　鶴田ダム管理所　　0996-59-2030　　　　
　　　　　

①防災無線①防災無線
自治体からの情報（避難情報等）に加え、
　　　　　　　　　　　　　　　河川やダムに関する情報を放送します。

②ダム警報局②ダム警報局
ダムの放流に関する警報に加え、
　　　　　　　　　 自治体からの情報（避難情報等）を放送します。
ダムの放流に関する警報をこれまでの２回から４回に増加します。

③情報表示板③情報表示板
ダムの放流に関する情報表示に加え、
河川の水位情報や自治体からの情報（避難情報）を表示します。

（情報表示板）ダム・河川・町の情報の表示例

河川情報
レベル５
はん濫の発生

さつま町情報

虎居、川原
避難指示

鶴田ダム情報
ダム操作中
ダムへの水量が
計画規模以上

マスコミとの連携

テレビ画面にテロップ表示等
情報提供に関する勉強会の実施

防災意識の向上に向けた取り組み

住民を含めた防災訓練および日常の広報活動の実施

平成18年７月洪水のような大規模洪水が予想される場合、予備放流によ
り貯水位を標高130.0mまで低下できるよう基準を見直しました。

操作開始水位を８割容量水位から７割容量水位へ、さらにダム流入量
の最大発生後の放流量を逐次見直し、放流量の増加を穏やかにします。

大規模洪水が予測された（基準に該当）場合、更なる洪水調節容量を確
保するため、発電放流を停止し貯水位を標高130.0ｍ以下へ下げます。
※ダム貯水位が１３０ｍ以下になるとダムの放流量に限界（水圧が小さくなるため）が
ありますので、可能な限り低下させるよう努力はしますが、どこまで下げられるかはダ
ムの流入量で決まります。

【効　果】

① 最大放流量　　　　H18.7洪水に対して毎秒210m3低下

　② 異常洪水調節操作時の放流量の勾配　　　　

　　　 　　　　　　　　現行操作よりも緩やかにする　

　③ 宮之城地点水位　 H18.7洪水に対して約20cm※水位を低下

※：流下時間を30分とし、ダム放流量を残流域流量へ加えて簡易に水位を算出。

鶴田ダム放流中・・・

テレビテロップで表
示

【基準】
ダム上流域の流域平均雨量
が１２時間累加雨量
　 　　 ８０mm以上
且つ
今後の予測雨量
（気象庁：天気予報）が
　　　　１６０mm以上　　

発電
放流管

EL160.0m 満水位

EL131.4m 予備放流水位
EL130.0m 最低水位

EL 115.6m 計画堆砂位

発電容量：250万m3

洪水調節容量 7,500万m3

死水量：2,050万m3

計画堆砂量：2,500万m3

クレスト
ゲート

コンジット
ゲート

貯水位を低下

発電
放流管

EL160.0m 満水位

EL131.4m 予備放流水位
EL130.0m 最低水位

EL 115.6m 計画堆砂位

発電容量：250万m3

洪水調節容量 7,500万m3

死水量：2,050万m3

計画堆砂量：2,500万m3

クレスト
ゲート

コンジット
ゲート

貯水位を低下

スクロールによる表示

鶴田ダムではダム見学を受付中です！

※予備放流水位を標高130.0ｍまで低下
　させる見直した基準と同じ



「洪水調節方法の見直し」の実施報告

無

無

無

無

無

21年度
実施状況

（実施の有無）

無無無済３）異常洪水時の操作方法の見直し

無無無済
　①操作開始水位の見直し　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　（８割容量水位→７割容量水位）

無無無済
　②ダム流入量のピーク流量発生後
の放流曲線の逐次見直し

無無有済
２）更なる洪水調節容量の増量　　　
　　　　　　　（貯水位をEL130.0m以下に低
下させる）

有無有済１）予備放流基準の見直し

22年度
実施状況

（実施の有無）

20年度
実施状況

（実施の有無）

19年度
実施状況

（実施の有無）

対応状況　

（要領の変更等）
第５回検討会での決定事項

平成22年8月末までの実施状況



有

有

無

無

無

無

無

無

無

無

H21年度

実施の有無

有

有

無

有

無

有

無

無

無

無

H20年度

実施の有無

無

有

無

無

無

有

無

無

無

無

H19年度

実施の有無

無済
　河川及びダム情報等のテロッ
プ表示

有済　広報の充実広報活動

無済
　河川及びダム情報、画像情報
の提供

報道機関

防災訓練

無済
　避難情報等の表示（自治体の
情報）

有

有

無

無

無

有

H22年度

実施の有無

済
　避難情報等の放送（自治体の
情報）

警報局
済

　毎秒1,100m3定量から、さらに
放流量を増加させる時　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　【サイレン・音声放送】（ダム管
理所の情報）

済

　毎秒1,400m3定量から、さらに
放流量を増加させる時　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　【サイレン・音声放送】（ダム管
理所の情報）

済　住民参加合同訓練

済
　河川の水位情報の表示（河川
事務所の情報）　

情報表示板

済　河川・ダム情報の放送防災無線

対応状況改善及び新しい取り組み種別

「情報提供」の実施報告



（2） 平成２２年度取り組み内容と　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　実施状況について



計画的に実施する施策

（完了）

・川内川情報提供システムで情報提供中
情報提供システムの整備情報提供システム

（実施中）

・H21年度に２箇所設置

・H22年度に１箇所設置

・H23年度以降に２箇所設置予定

情報表示板の増設情報表示板

（整備中）

・H21年度に１箇所設置済

・H22年度新設箇所無し

引き続き河川監視カメラの整備CCTV整備

（完了）

・流域、全自治体で光ファイバー接続完了
済み

自治体との情報ネットワークの整備　　
（河川・ダム情報及び画像情報の提供
を行う）

情報ネットワークの　　
整備

H21年度実施状況

H22年度対応内容
改善及び新しい取り組み種別



・下流住民等とのダ
ム操作室での意見交
換会を継続実施。

・被災者協議会とダ
ム操作室で意見交換
会を実施。

・下流住民とのダム
操作室での意見交換
会をH22.3までに20回
開催

・ダム管理モニターを
３名設置

鶴田ダム女性の参加が増えるような仕掛けを行ってもらいたい。
第９回

検討会

洪水操作
時のダム
見学につ
いて

鶴田ダム
鶴田ダムには、６・１２時間先が読める機械がある
と聞いていたが、聞かせて欲しい

第２回

意見交換

鶴田ダム

洪水時、住民の方は自分の家を守る必要があり、
洪水操作時の見学は難しいと思われる。見学に際
しては、住民の方からモニターを決めて見学して頂
いてはどうか。

第６回

検討会

鶴田ダム
今後、もう少しさらに重点的にコンタクトをとる方向をもっ
てもらいたい。

第１０回

検討会

・Ｈ２２年度以降設置
予定の３箇所につい
て、設置箇所の詳細
な位置や向きについ
て、住民代表の方々
と現場で意見交換を
実施する。

・H２２．３月までに５
箇所設置済

・Ｈ２２年度は１箇所
設置予定。

・昨年度同様、設置
箇所の詳細な位置や
向きについて、住民
代表の方々と現場で
意見交換を実施する。

鶴田ダム
平成20度設置予定の柏原、轟の瀬、上水流のうち、
柏原のみ片面となっている理由は

第７回

検討会

情報　　　　
表示板

第10回検討会
までの対応

鶴田ダム

川内川

３号線の太平橋・天大橋、東郷町の東郷は志の近く、
南瀬の倉野橋の付近に情報板が欲しい

第４回

検討会

鶴田ダム

仮に申しますと、山崎の情報板は、左岸の方に設置し
た場合には、右岸から見えるが、左岸から見えないの
で、左岸に設置し、北か東の方へ振れば、左岸からも
見えるのではないか

鶴田ダム
情報板の設置場所については、地元で話し合って
要望してよいということか

鶴田ダム情報板を両面にして欲しい

対応会議名
Ｈ２２年度

対応内容・実施状況
発言内容分類

検討会等意見への対応状況（平成２２年８月末まで）



川内川水
系のソフト
対策につ
いて

・H22.4より、県のホー
ムページにてリアルタ
イムに情報を得ること
が可能。

穴川の水位計データ
については県・国での
情報共有がなされて
おり、一般公開もされ
ている。

共有化を実施中。

鶴田ダム

川内川

さつま町

鹿児島県

穴川の町水位計については、データの有効活用
（国や県との共有）がなされているのか。データ
の共有化を早急に対応すべきだ。

第８回

検討会

支川の水
位把握に
関する勉
強会につ
いて

・夜星川に国で水位
計を設置済（１０月）

・リアルタイムに情報
を入手するための整
備を、県にて実施予
定。

川内川

鹿児島県

県管轄の支川に、国で水位計を設置することは
出来ないのか。

H22年度の出水期前
勉強会は口蹄疫の関
係で未開催。

出水期後勉強会を１０
月末～１１月初旬で開
催予定。

・整備局全体として、
勉強会を実施し、メディ
アの方々へ災害に対
する認識を理解しても
らうようにしている。

・新聞社にも積極的に
参加を呼びかけ、毎
年、出水期前後に勉
強会を継続実施中。

鶴田ダム

川内川

新聞社にも、もっと報道機関との情報提供に関
する勉強会に参加してもらってはどうか。

第８回

検討会

第10回検討会
までの対応

対応会議名
Ｈ２２年度

対応内容・実施状況
発言内容分類

検討会等意見への対応状況（平成２２年８月末まで）



H22年度、危険箇所に
新たに量水標を設置

・危険度レベル表示版
（６箇所）、橋脚塗装（１
０橋＋１護岸）

を完了。

※久住地区の

久住橋橋脚は平成20
年６月工事完了。

川内川
電柱方式の信号機３色で、注意、警戒、危険と
いうようなものを検討して欲しい

第４回

検討会

水位に応
じた危険
度レベル
表示板

川内川

久住地区では危険レベルの表示が見当たらな
い。集落の規模によって表示板が無いことがあ
るのか

第６回

検討会 川内川
久住地区は水害常襲地帯であり、仮の表示板
は付けられないのか

川内川
「危険度レベル表示板」は、できるだけ早く実施
して頂きたい。

橋梁上の明かりで見え
る箇所もある。

見えない箇所について
は夜でも安全な位置
から確認ができる方法
を検討する。

また、塗り直す際には、
夜でも確認できる方法
で設置をする。

夜でも安全な位置から
確認が出来る方法を検
討する。

また、塗り直す際には、
夜でも確認が出来る方
法で設置する。

川内川夜間でも確認できるのか。
第８回

検討会

第10回検討会
までの対応

分類 対応
Ｈ２２年度

対応内容・実施状況
発言内容会議名

検討会等意見への対応状況（平成２２年８月末まで）



市外局番を入れた問
い合わせ先を表示

市外局番を入れる鶴田ダム
ダム放流への問い合わせ先には市外局番を入
れたらどうか

第１０回

検討会

情報　　
表示板

現在データ整理中
渇水を含め、再度資料
の見直しを行う。

鶴田ダム

温暖化によりぶれが大きくなることを考えると、
データを平均値化することは疑問。

また渇水も非常に心配である。

第１０回

検討会

近年の出
水動向

第10回検討会
での回答

分類 対応
Ｈ２２年度

対応内容・実施状況
発言内容会議名

検討会等意見への対応状況（平成２２年８月末まで）



●設置済（７箇所）
　・神子
　・柏原
　・宮都大橋
　・柏原橋
　・轟の瀬
　・上水流
　・虎居（撤去後に久住へ移設）
●平成２１年度設置（２箇所）
　・南瀬
　・久住（虎居より移設）
●平成２２年度設置予定（１箇所）
　・屋地
●平成２３年度以降設置予定（２箇所）
　・宮都大橋（改修）
　・山崎
※合計１０箇所

鶴田ダム

柏原放流警報表示板

神子放流警報表示板

柏原橋放流警報表示板

轟の瀬放流警報表示板

上水流放流警報表示板 山崎放流警報表示板
南瀬放流警報表示板

久住放流警報表示板

宮都大橋放流警報表示板

虎居放流警報表示板

屋地放流警報表示板

移
設

情報表示板

情報表示板の設置（予定）箇所

①情報表示板の整備①情報表示板の整備

（改修）



平成21年度は、２箇所の情報表示板について、地元住民代表の方々と現地で意見交
換を実施し設置完了。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（現地意見交換の主な意見）

設置位置について

・もう少し上流に設置した方が、さらに多くの住民も見れるのではないか。（南瀬）

・久住橋の近くに設置した方が、道路通行車両や住民からもよく見えるのではないか。（久住）

②平成２１年度情報表示板の設置完了箇所②平成２１年度情報表示板の設置完了箇所

南瀬情報表示板 久住情報表示板



鶴田ダム情報
ダム放流への
問い合わせ先
0996-59-2030

③情報表示板による情報提供実施状況③情報表示板による情報提供実施状況

更なる貯水位低下の情報提供

河川水位の情報提供 ダム操作の情報提供

問い合わせ先の情報提供



④ダム操作室での住民との意見交換会④ダム操作室での住民との意見交換会

消防、警察、小中学校の先生、地域住民の方々と鶴田ダム管理所操作室で意見交換会を開催　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（説明内容）　

・１８年７月豪雨災害の鶴田ダムの果
たした役割

・鶴田ダムの洪水調節に関する検討
会の内容

・放流警報の内容

・流入量予測からダム操作（放流量決
定）の流れ

・ダム堤体内施設案内

・平成２０年度迄に、虎居、川原、山崎、柏原、湯田地区の方々等と意見交換会を１５回実施。　　　　　　　　　　　

・平成２１年度は、消防、警察、小中学校の先生、住民の方々と意見交換会を５回実施。

・平成２２年度は、地域住民の方々を対象に３回の意見交換会を実施。今後も継続的に実施する。

平成21年6月9日　さつま町消防本部

平成22年4月5日　南瀬地区住民の方々 平成22年5月17日　柏原地区住民の方々

平成21年11月11日　さつま警察署

平成22年4月2日　屋地地区住民の方々



⑤洪水調節結果の公表⑤洪水調節結果の公表

洪水調節結果の公表時期を、洪水調節終了後数日から洪水調節終了後１日以内に早めた。　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　マスコミへの記者発表とホームページにより公表を実施。　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
記者発表資料

記者発表資料を　　　　　　　　　　　　　
鶴田ダム管理所ホームページの
トップにて公表



　
番号 施策名 番号 プログラム名

<1> 市･町洪水ハザードマップ整備完了 ● ○ ○ ○

<2> 洪水ハザードマップの有効性確認 ● ○ ○ ○

<3> 洪水ハザードマップの定期的更新 ●

<4> 自宅中心の洪水ハザードマップの作成 ● ○ ○ ○

<5> 洪水ハザードマップ学習会開催等 ● ○

<6> 浸水する避難所・避難経路の見直し ● ○ ○ ○

<7> 避難所への案内表示板等の設置 ●

<8> 車による移動を考慮した避難計画の検討 ● ○ ○ ○

<9> 災害時要援護者避難支援計画立案 ●

<10> 避難所における生活水準の向上 ●

4 水害時住民行動マニュアル作成 <11> 水害時住民行動マニュアルの作成 ● ○

<12> 水害による孤立化地域の抽出 ● ○ ○ ○

<13> 孤立化地域の水防資機材の備蓄 ● ○ ○ ○

<14> 避難経路の連続性確保、伝達手段確保 ● ○ ○ ○

<15> 出前講座制度等の活用 ● ○ ○ ○

<16> 地域防災講座・訓練等の実施 ● ○ ○ ○

7 浸水地区土地利用規制等について <17> 治水目的の土地利用規制 ●

8 浸水に強い建築構造導入について <18> 浸水に強い建築構造導入の検討 ●

9 遊水機能確保対策について <19> 遊水区域の確保・維持 ●

<20> リアルタイム表示 ● ○ ○ ○

<21> 危険度レベル等の情報の自動配信 ● ○ ○ ○

<22> 危険度レベルの標識設置 ● ○ ○ ○

<23> マスコミとの連絡協議会の継続 ● ○ ○ ○

11 地区コミュニティの活用 <24> 自主防災組織単位での避難行動 ● ● ○ ○ ○

<25> 重要な水防情報の見やすい一元化 ● ○

<26> 簡単にアクセスできるシステム ● ○ ○ ○

13 勧告・指示等の発令基準の統一 <27> 勧告・指示発令基準の一貫性確保 ● ○ ○

<28> 浸水モニター制度の導入 ● ○ ○ ○

<29> ホットラインの強化 ● ○ ○

<30> 水防資機材の十分な備蓄 ● ○ ○

<31> 水防資機材の広域的利用体制の確立 ● ○ ○ ○

<32> 重要水防箇所の情報提供 ● ○ ○ ○

<33> 重要水防箇所に適した水防工法学習 ● ● ○ ○ ○

<34> ボランティア受け入れマニュアルの作成 ● ○

<35> 業界団体との災害協定書等の締結 ● ○ ○ ○

18 消防職員等との浸水軽減活動 <36> 浸水被害軽減活動のための教育・体験学習 ● ● ○ ○ ○

19 推進協議会の設置 <37> 推進協議会の設置 ● ○ ○ ○

3 23 26 30 37

8 62 70 81 100

注1）具体的施策名、アクションプログラム名は紙面の都合上、略しているものがある

注2)●はアクションプログラムの実施年

注3)この実施計画は平成２２年３月現在で見直したものである

12 水防情報の一元化

14 収集情報の発令判断への活用

実施率（％）

15 水防資機材の備蓄・効率的活用

16 重要水防箇所の情報提供

17
ボランティアの受け入れ体制、
業界団体との協力体制の確立

実施プログラム累積計

水害危険性の認識向上・
防災用語等の習得

10
わかりやすく
精度の高い情報提供

3 災害時要援護者避難対策について

5 地域孤立化防止対策について

6

1 洪水ハザードマップの作成支援

2 避難計画・施策の再構築

アクションプログラムの実施状況
具体的施策 アクションプログラム

H21年度 H22年度
H23年度
激特終了後

H18.7以前
水害前

H20年度末

⑥アクションプログラムの実施計画⑥アクションプログラムの実施計画（平成２２年４月現在）（平成２２年４月現在）



　

⑦現地映像を用いた自治体との遠隔防災会議⑦現地映像を用いた自治体との遠隔防災会議

外部からの参加者

(自治体等)

外部からの参加者

(自治体等)

電話で参加　

インターネット環境
があれば視聴可

ＴＶ会議システムで参加

カメラ

事務所

会場の状況を
見ながら

事務所

映像

音声

凡例

電話をテレビ
会議に接続

災害対策支部災害対策支部

映像･音声

本部室の映像配信

音声

※注意：セキュリティの確保のため、ＩＤ、パスワードが必要です。

災害時、外部から参加

　する場合は九州地方整

　　備局より設定方法・ＩＤ・

　　ＰＷを随時連絡します

九州地方整備局　災害対策本部九州地方整備局　災害対策本部

☆ＴＶ会議システム☆ＴＶ会議システム

(1)ヘリテレ (2)情報収集車

(3)モバイルＰＣ (4)携帯電話

(5)固定型監視カメラ

(6)遠隔制御型監視カメラ

(7)CCTV

現場映像現場映像

現地映像 自治体との遠隔防災会議



⑧川内川流域防災体制情報共有システム（危険箇所映像）⑧川内川流域防災体制情報共有システム（危険箇所映像）

自治体への
情報伝達訓練

薩摩川内市副市長

薩摩川内市防災担当

可搬カメラ・TV会議
現場情報収集訓練



⑨川内川流域自治体と河川事務所との遠隔防災会議⑨川内川流域自治体と河川事務所との遠隔防災会議



■平成22年5月22日から24日にかけて川内川流域において総雨量290mm、時間雨量40mm（五女木）の大雨が発生。
■これにより鹿児島県管理の川内川支川久富木川において激特工事中箇所での被害発生の恐れが生じた。
■鹿児島県は被害発生防止のため、袋詰根固の投入等による緊急対策を実施。
■川内川河川事務所は「Ku-SAT及び照明車の派遣」を行い、鹿児島県による緊急的な対策を支援。
■緊急対策を行う際に必要となる水防備蓄資材（袋詰根固）を貸与。

現場

○Ku-SAT設置状 川内川河川事務所

九州地方整備局

鹿児島県

○Ku-SAT映

○照明車の活動状

支援に要した職員数　延べ６名

○袋詰根固の貸

近隣出張所
の水防備蓄
資材（袋詰
根固）
約230袋を
貸与

袋詰根固設置状況夜間作業に活躍

⑩川内川河川事務所による災害時の支援⑩川内川河川事務所による災害時の支援



川内川防災情報

⑪川内川流域防災体制情報共有システム⑪川内川流域防災体制情報共有システム

2008/7/22 13:10　　　　　 湧水町　　　　　　　　　 避難レベル登録　　　　　　　　　　　　避難指示が発令されました
2008/7/22 11:00　　　　　 さつま町　　　 避難レベル登録　　　　　　　　　 避難勧告が発令されました

2008/7/22 11:00　　　　　 さつま町　　　　　　 体制登録 　　　　　　　　　　　　 災害対策本部が設置されました

2008/7/22 10:45　　　　　 湧水町　　　　　　　　　 避難レベル登録　　　　　　　　　　 避難勧告が発令されました
2008/7/22 10:45　　　　　 えびの市　　　　　　 避難レベル登録　　　　　　　　　　　　 避難準備情報が発令されました
2008/7/22 10:00　　　　　 鶴田ダム　　　　　 体制登録　　　　　　　　　　　　　　　　 非常体制に移行しました
2008/7/21 21:20 　　　　　川内川河川　　　　　　 体制登録　　　　　　　　　　　　　　　　 非常体制に移行しました

自治体避難勧告等情報

川内川流域では、流域内の自治体の避難勧告などの情報をリアルタイムで共有したいというニーズを踏まえ、国土交通省と自治体間の光
ケーブルを利用し、災害時の初動体制に最も有益な、流域自治体の防災体制・避難情報を共有できるシステムを整備した。このことにより、
市・町長が行う避難勧告等の意志決定に寄与するだけでなく、行政区域を越えた災害時の支援体制に繋げるものである。

県境を越えた情報の一元化はおそらく全国初の取り組み。

各市・町の避難レベル
に応じて変化。

各市・町の本部体制に
応じて変化。各市・町から県への被害報

告様式とリンクしており、各
市・町の情報が新しいもの
から順に表示されるように
なっている。
一覧より、過去の情報につ
いても閲覧可能である。

薩摩川内市

さつま町

伊佐市

湧水町

えびの市

宮崎県

鹿児島県

川内川河川事務所
鶴田ダム管理所

報告

閲覧閲覧

閲覧

自治体名、被害報告様式、避難レベル、発令・解除時刻、発
令区域、世帯数、人数などがわかる。

被害・避難情報

14 収集情報の発令判断への活用（ホットラインの強化）



（川内川）

水防演習と同時開催した自主防災組織の避難訓練

⑫自主防災組織単位での防災情報普及支援⑫自主防災組織単位での防災情報普及支援

自主防災組織の代表者４人による活動報告会の様子

防災・減災フォーラムの客席の様子

防災・減災フォーラム2009in川内川
～我が町の防災力を考える～

五社下地区自主防災避難訓練

曽木地区自主防災訓練

自主防災組織の防災情報普及活動

地域防災力の向上を目的として防災・減災フォーラムを実施するなど防災情報普及支援

自主防災組織による
避難訓練に合わせ
て、マイ洪水ハザー
ドマップの事前説明
を実施。

水害に強い地域づくりを目指し、「自助」「共助」「公助」の観点から地域防災力を向上させるために、自主防災組織への支援を行っている。

自主防災組織にスポットをあてたフォーラム、出前講座や水防演習と同時に避難訓練を実施する等して地域防災力の向上を支援している。

使用した資料

右：平成18年出水時
　　 の浸水範囲を航
　　 空写真におとした
　　 もの。

左：斧渕下地区を川を
　　 含む形式できった
　　 もの。堤防・河川
　　 との高さ関係がわ
　　 かるようになって
　　 いる。

4 地域住民自らの手による水害時住民行動マニュアル作成



⑬川内川子ども環境ネットワークについて⑬川内川子ども環境ネットワークについて
　平成１５年から始まった「川内川子ども環境ネットワーク」で平成２２年４月から新たな取り組みをスタートしました。
　これまで活動していた川内川流域での水質調査と水生生物調査等を『環境教室』とし、新たに「水害に関する知識を深
めてもらい、緊急時の避難に対する心がけを持ってもらう」事を目的とした『防災教室』を開校しました。

【川の防災教育】
目的　　　　　　　　　　　内容
・防災意識の向上　　　　　・防災講義（屋内）　　
・自助、共助精神の発育　　・川の危険箇所の把握（屋外）

【川の環境教育】
目的　　　　　　　　　　　　内容
・水質、ゴミ問題　　　　　　・環境講義（屋内）
・モラル感　　　　　　　　　・水質・水生生物調査（屋外）
・「川内川」を知ろう



・　水位情報電話応答番号一覧表

0996-２２－８２９１飯野16

0996-２２－８２８６上真幸15

0996-２２－８２８１真幸14

0996-２２－８２７９吉松13

0996-２２－８２７６栗野橋12

0996-２２－８２７４湯之尾11

0996-２２－８２６５荒田10

0996-２２－８２６０花北9

0996-２２－８２５９鈴之瀬8

0996-２２－８２４５湯田7

0996-２２－８２４２宮之城6

0996-２２－８２２６倉野橋5

0996-２２－８２２２斧渕4

0996-２０－３８９２川内3

0996-２０－３８９１久見崎2

0996-２０－３８９０全局1

電話番号局名　

※1 全局では、水位情報・雨量情報・
流域平均雨量・ダム諸量を選択
して聞くことができます。

http://www.qsr.mlit.go.jp/sendai/bousai/index.html

パソコン向け 携帯向け

・　水位・雨量情報ホームページ

http://www.qsr.mlit.go.jp/sendai/bousai/keitai/index.htm

早よ見やん川内川

水防警報

洪水予報

※お知らせ

1. レーダー雨量

2. 水位情報

3. 雨量情報

4. ダム情報

川内川河川事務所問合せ

（0996）22-3271（代表）

sendai@qsr.mlit.go.jp

鹿児島県薩摩川内市

東大小路町20番2号

川内川河川事務所

防災情報

　　川の防災情報

⑭川内川情報提供システムの整備（雨量･水位･河川映像）⑭川内川情報提供システムの整備（雨量･水位･河川映像）

上流へ

下流へ



川内川支川の水位把握に関して夜星川・穴川・泊野川・久富木川に水位観測所を整備し、
情報提供が可能となった。

⑮川内川支川の水位把握について⑮川内川支川の水位把握について

鶴田ダム

ほたる橋（夜星川）

田原橋（穴川）

宮之城水位観測所

中間橋（泊野川）

山崎（久富木川）

　　：支川観測所（新設提供）

　　：本川観測所（既に提供）

　　：支川観測所（既に提供）

倉野橋水位観測所

湯田水位観測所

向田橋（平佐川） 須ノ場橋（樋脇川）

川内水位観測所

蛍橋

水位計設置箇所

田原橋

既設水位計

『早よ見やん川内川』では県管理河川の

水位情報も見ることができるようになりました。



中　継　局

本　庁　舎

市の戸別受信機

Ａ

識別信号
（デジタル）

　放送の流れ放送の流れ
　市役所からの放送は市役所からの放送は
　①親局(アプローチ回線)から

　　　　↓
　②中継局（デジタル識別信号）(再送信局含む)

↓

　③市の戸別受信機で受信されます。
　　　　↓
　その受信音声が

　④地域コミュニティ無線(基地局)から放送されます。
　　(山間部の不感地域は再送信で放送されます。)

↓

　⑤その放送を戸別受信機で聞くことができます。
　　(受信機は各自治会・世帯毎に設置します)

　　自治会からの放送は自治会からの放送は
⑥の電話機⑥の電話機((ダイヤルしてから放送しますダイヤルしてから放送します))

　　　　↓　　　　↓　
④地域コミュニティ無線(基地局)から放送されます。
　(電話応答があったら設定番号を入力して放送します) 

↓

　⑤その放送を戸別受信機で聞くことができます。
　　(受信機は各自治会・世帯毎に設置します)

　　

【屋外拡声子局】

Ｂ

【無線装置】

【操作卓】

防災行政無線

【表示盤】

識別信号
（デジタル）

再送信局

山間集落

山間部

地域コミュニティ無線放送設備（標準型）地域コミュニティ無線放送設備（標準型）

市の戸別受信機

自治会
識別信号
（アナログ）

Ｃ

C２

Ｂ

Ｂ

Ｂ
自治会

自治会

自治会

自治会

自治会

自治会

地域コミュニティ無線放送設備（再送信型）地域コミュニティ無線放送設備（再送信型）

　【凡例】凡例】

　①　Ａ・・・アプローチ回線（デジタル）
　②　Ｂ・・・基幹送信回線（デジタル）
　③　Ｃ・・・地域コミュニティ波（アナログ）
　④　Ｃ２・・再送信

Ａ基地局

Ｂ基地局

　　電話での放送利用数
　１基地局で最大１６自治会です。

電波不感地域対策
山間部での電波伝搬が悪い地域は
B基地局からの放送を再送信する方法で
放送品質の改善を行います。

自治会放送は電話で行います自治会放送は電話で行います

電話機

電話機

識別信号
（デジタル）

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

⑤

C２

①

④

②

③

③

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

⑥

識別信号
（デジタル）

識別信号
（アナログ）

⑤

④
⑥

⑥

⑥

⑥

⑥

⑥

自治会放送は電話自治会放送は電話
で行いますで行います

⑯防災行政無線全体システム⑯防災行政無線全体システム （薩摩川内市）



さつま町では、避難所看板を町内の全ての指定避難所に設置（２９施設）し拡充しました。また、水防資機材についても、非常用給水タンク・
内水ポンプ・ＭＣＡ無線機を整備しました。

⑰避難所看板の拡充と水防資機材等の補充⑰避難所看板の拡充と水防資機材等の補充
2 避難計画・施設の再構築（避難所・避難経路へ誘導する案内表示板等の設置）

（さつま町）

15 水防資機材の備蓄・効率的活用

避難所看板の拡充
平成20年度
H18.7豪雨で浸水を受けた6地区に
まるまち看板を設置
実績浸水表示看板：10枚　　　
避難所表示看板：6枚
避難所案内看板：1枚　　　　　
避難所誘導看板：5枚
平成21年度
町指定避難所全てに表示看板を設置　　　避難所表示看板28枚

水防資機材の拡充
非常用給水タンク　　３基(1.5m3用)
タンク格納庫の整備
防災用ヘルメット　　 710個
ＭＣＡ無線機　　　　　20台
内水排水用ポンプ　 12台(排出口径250mm，排水能力9m3/min)

非常用給水タンク MCA無線機
内水排水用ポンプ



さつま町では、平成21年度に避難所管理運営マニュアルを作成しました。

⑱さつま町避難所管理運営マニュアル⑱さつま町避難所管理運営マニュアル
3 災害時要援護者の避難対策について

（さつま町）

第１章　避難所の開設

１．施設の解錠・開門から避難者の受け入れ、災害
対策本部への連絡、住民への避難所開設の広報ま
での行程を記載。

各段階で必要なチェックリスト等についても記載して
あり、実施項目のもれがないか等を確認しながら作
業を進めることができる。

第２章　避難所運営委員会の役割

１．避難所運営委員会の開催について「目的」「開催
頻度」「参加者」「構成図」などを記載。

２．避難所運営委員会の役割について「展開期」「安
定期」「撤収期」など、各段階における役割を記載。

第３章　各活動班の役割

「総務班」「被災者班」「情報管理班」「施設管理班」
「食料・物資班」「衛生班」「ボランティア班」など、各
班の役割、その作業内容などが記載してある。

また、作業を進めるにあたり必要な連絡先等につい
ても記載。

その他でも、各作業で必要になる様式や放送文案、
各ルール、規約についても記載。



２．平成２２年度の出水状況中間報告

　 ① 平成２２年度の出水概要（８月末時点）
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図　鶴田ダム流域平均雨量（洪水期）の比較

・平成・平成 66年に比べ　年に比べ　 約約227070%%
・平成・平成1818年に比べ年に比べ 約約 8181%%
・・1010ヵ年平均に比べヵ年平均に比べ 約約140%140%

・平成22年度は、例年に比べ多雨の傾向である。
・平成22年６月～８月の総雨量は、平成18年洪水期に比べ約81%。 10ヵ年平均に比べ約140%。
　　　　　　　　　　　　

洪水期（６月～８月）降雨概況（鶴田ダム上流域平均雨量）

平成22年の出水概要（８月末時点）
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図　鶴田ダム地点の出水規模（ダムへの流入量）の比較

洪水調節
開始流量
600m3/秒H18年 H19年 H20年

鶴田ダムのゲート放流を行った出水の最大流入量の比較

H21年 H22年

※白抜きは8月以降に発生

３回 ２回 ２回 １回 １１回

・平成２２年度は、８月末時点で流入量６００ｍ3/秒を越える出水が１１回あった。

鶴田ダム地点の出水規模（ダムへの流入量）

平成22年の出水概要（８月末時点）



平成22年洪水期（6月～8月）は注意体制21回、警戒体制６回で、例年並みであった。

出水期の鶴田ダム水防体制状況

平成22年の出水概要（８月末時点）

図　鶴田ダム水防体制などの回数比較（６月～８月）

２人

・鹿児島地方気象台から薩摩地方（川薩・姶良、出水・伊佐、甑島）及び鹿児島　

　県（奄美地方除く）に降雨に関する注意報又は警報が発せられたとき

・台風の中心が東経123度から134度の範囲において、北緯27度以北に達したとき
注意体制

職員全員計画規模を超える洪水時の操作を行うとき非常体制

職員全員ダムのゲートから放流を行おうとするとき警戒体制

参集人員発令基準体制区分

◆体制の発令基準と参集人員
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② 平成２２年度の洪水調節状況（中間報告）

２．平成２２年度の出水状況中間報告



5月19日～5月23日までの洪水調節実施状況
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①
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6月17日～7月31日までの洪水調節実施状況
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平成２２年洪水調節状況
②平成２２年５月２２～２４日洪水調節実績（梅雨前線）

図　ダム地点流量ハイドログラフ（平成22年5月22～24日）

 0.0
 5.0
 10.0
 15.0
 20.0
 25.0
 30.0
 35.0
 40.0
 45.0
 50.0

0
0
時

0
1
時

0
2
時

0
3
時

0
4
時

0
5
時

0
6
時

0
7
時

0
8
時

0
9
時

1
0
時

1
1
時

1
2
時

1
3
時

1
4
時

1
5
時

1
6
時

1
7
時

1
8
時

1
9
時

2
0
時

2
1
時

2
2
時

2
3
時

0
0
時

0
1
時

0
2
時

0
3
時

0
4
時

0
5
時

0
6
時

0
7
時

0
8
時

0
9
時

1
0
時

1
1
時

1
2
時

1
3
時

1
4
時

1
5
時

1
6
時

1
7
時

1
8
時

1
9
時

2
0
時

2
1
時

2
2
時

2
3
時

0
0
時

0
1
時

0
2
時

0
3
時

0
4
時

0
5
時

0
6
時

0
7
時

0
8
時

0
9
時

1
0
時

1
1
時

1
2
時

1
3
時

1
4
時

1
5
時

1
6
時

1
7
時

1
8
時

1
9
時

2
0
時

2
1
時

2
2
時

2
3
時

雨量（mm）

0

50

100

150

200

250

時間雨量 (mm/hr)

累加雨量 (mm)

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

0
0
時

0
1
時

0
2
時

0
3
時

0
4
時

0
5
時

0
6
時

0
7
時

0
8
時

0
9
時

1
0
時

1
1
時

1
2
時

1
3
時

1
4
時

1
5
時

1
6
時

1
7
時

1
8
時

1
9
時

2
0
時

2
1
時

2
2
時

2
3
時

0
0
時

0
1
時

0
2
時

0
3
時

0
4
時

0
5
時

0
6
時

0
7
時

0
8
時

0
9
時

1
0
時

1
1
時

1
2
時

1
3
時

1
4
時

1
5
時

1
6
時

1
7
時

1
8
時

1
9
時

2
0
時

2
1
時

2
2
時

2
3
時

0
0
時

0
1
時

0
2
時

0
3
時

0
4
時

0
5
時

0
6
時

0
7
時

0
8
時

0
9
時

1
0
時

1
1
時

1
2
時

1
3
時

1
4
時

1
5
時

1
6
時

1
7
時

1
8
時

1
9
時

2
0
時

2
1
時

2
2
時

2
3
時

05月22日 05月23日 05月24日

流量（m3/s）

130

135

140

145

150

155

160

貯水位（EL.m）

全放流量 (m3/s)

流入量  (m3/s)

貯水位 実績 (EL.m)

洪水調節開始流量：600m3/s

ただし書き開始水位：EL153.3m

　最大流入量　毎秒1605立方メートル
（5月23日13時10分）

流入量

放流量

貯水位

　　最大流入時ダム通過量　毎秒1099立方メートル

洪水調節終了

約1410万ｍ
３
（福岡ドーム約10個分）

の洪水をダムへ貯めている

毎秒506立方メートルの
洪水調節効果

常に流入量より
少なく放流

洪水調節開始（流入量６００m3／秒）

流域平均最大時間雨量
 25.9mm （5月23日8時）

流域平均累加雨量
220.0mm （5月22日18時～5月24日6時）



洪水を貯留する前 洪水を貯留した後

洪水貯留量約1,410万ｍ3

平成２２年洪水調節状況
②平成２２年５月２２～２４日洪水調節実績（梅雨前線）
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はん濫注意水位  TP.23.6m

水防団待機水位　TP.22.1m

避難判断水位　　TP.24.8m

はん濫危険水位  TP.25.6m

計画高水位　　　TP.27.74m

5月22日 5月24日5月23日

平成２２年洪水調節状況
②平成２２年５月２２～２４日洪水調節実績（梅雨前線）

＜川内川宮之城観測所（37k700m）＞〔鹿児島県さつま町〕

（T.P.ｍ）
（水位）

標
高

▽

平常時の河川水位川内川

［ 宮之城地点 ］

屋地地区

虎居地区

左岸側
（屋地地区）

右岸側
（虎居地区）

※断面図はイメージ図ですが、
家屋地盤高等の標高は現地と
ほぼ合わせています。

1

2（注意）

3（警戒）

4（危険）

5

最高水位を約1.2ｍ低減

実績水位

ダムが無かった
場合の水位



●水位低下基準

●水位低下基準時系列

平成２２年洪水調節状況
③平成２２年６月１７～１９日洪水調節実績（梅雨前線）

　予備放流水位から貯水位を更に低下させる基準に６月１８日１２時００分に該当したため、予備放流水位（EL.
　131.4m）よりも更なる水位の低下を実施した。

該　当該　当
該　当

水位低下基準に

該当の有無

平成22年6月18日
　13時10分

250mm８0.８mm平成22年6月

17～19日洪水

(6/18 11:10時点)

洪水調節開始
今後の予測雨量
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ダム流域平均時間雨量

当該時刻以前12時間累加雨量

12時間累加雨量基準該当時

18日 11時10分：80.8mm

当該時刻以前12時間累加雨量

予測無し 250mm 予測無し

18日12時～19日12時（18日11時30分発表）

洪水調節開始（18日13時10分）



平成２２年洪水調節状況
③平成２２年６月１７～１９日洪水調節実績（梅雨前線）

図　ダム地点流量ハイドログラフ（平成22年6月17～19日）
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貯水位（EL.m）

全放流量 (m3/s)

流入量  (m3/s)

貯水位 実績 (EL.m)

洪水調節開始流量：600m3/s

ただし書き開始水位：EL153.3m

　最大流入量　毎秒965立方メートル
（6月18日17時10分）

流入量

放流量貯水位

　　最大流入時ダム通過量　毎秒775立方メートル

洪水調節終了

約330万ｍ
３
（福岡ドーム約2個分）の

洪水をダムへ貯めている

毎秒190立方メートルの
洪水調節効果

常に流入量より
少なく放流

洪水調節開始（流入量６００m3／秒）

流域平均最大時間雨量
21mm （6月18日10時）

流域平均累加雨量
440.7mm （6月17日14時～6月22日12時）



洪水を貯留する前 洪水を貯留した後

洪水貯留量約330万ｍ3

平成２２年洪水調節状況
③平成２２年６月１７～１９日洪水調節実績（梅雨前線）
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水防団待機水位　TP.22.1m

避難判断水位　　TP.24.8m

はん濫危険水位  TP.25.6m

計画高水位　　　TP.27.74m

6月17日 6月19日6月18日

平成２２年洪水調節状況
③平成２２年６月１７～１９日洪水調節実績（梅雨前線）

＜川内川宮之城観測所（37k700m）＞〔鹿児島県さつま町〕

（T.P.ｍ）
（水位）

標
高

▽

平常時の河川水位川内川

［ 宮之城地点 ］

屋地地区

虎居地区

左岸側
（屋地地区）

右岸側
（虎居地区）

※断面図はイメージ図ですが、
家屋地盤高等の標高は現地と
ほぼ合わせています。

1

2（注意）

3（警戒）

4（危険）

5

最高水位を約0.6ｍ低減

実績水位

ダムが無かった
場合の水位



●水位低下基準

●水位低下基準時系列

平成２２年洪水調節状況
④平成２２年６月１９～２１日洪水調節実績（梅雨前線）

　予備放流水位から貯水位を更に低下させる基準に６月２０日１３時００分に該当したが、1時間後の１４時００分に
洪水調節開始となり、更なる水位低下の実施に至らなかった。

該当しない該　当
該当しない

水位低下基準に

該当の有無

平成22年6月20日
　14時00分

150mm83.0mm平成22年6月

19～21日洪水

(6/20 13:00時点)

洪水調節開始
今後の予測雨量
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当該時刻以前１２時間雨量
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ダム流域平均時間雨量

当該時刻以前12時間累加雨量

当該時刻以前12時間累加雨量

予測無し 150mm 予測無し

20日06時～21日06時（20日05時00分発表）

12時間累加雨量基準該当時

20日 13時：83.0mm

洪水調節開始（20日14時00分）



平成２２年洪水調節状況
④平成２２年６月１９～２１日洪水調節実績（梅雨前線）

図　ダム地点流量ハイドログラフ（平成22年6月19～21日）
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貯水位（EL.m）

全放流量 (m3/s)

流入量  (m3/s)

貯水位 実績 (EL.m)

洪水調節開始流量：600m3/s

ただし書き開始水位：EL153.3m

　最大流入量　毎秒1226立方メートル
（6月20日17時30分）

流入量

放流量

貯水位

　　最大流入時ダム通過量　毎秒896立方メートル

洪水調節終了

約1020万ｍ
３
（福岡ドーム約6個分）の

洪水をダムへ貯めている

毎秒330立方メートルの
洪水調節効果

常に流入量より
少なく放流

洪水調節開始（流入量６００m3／秒）

流域平均最大時間雨量
26mm （6月20日15時）

流域平均累加雨量
440.7mm （6月17日14時～6月22日12時）



洪水を貯留する前 洪水を貯留した後

洪水貯留量約330万ｍ3

平成２２年洪水調節状況
④平成２２年６月１９～２１日洪水調節実績（梅雨前線）
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6月19日 6月21日6月20日

平成２２年洪水調節状況
④平成２２年６月１９～２１日洪水調節実績（梅雨前線）

（T.P.ｍ）
（水位）

標
高

▽

平常時の河川水位川内川

［ 宮之城地点 ］

屋地地区

虎居地区

右岸側
（虎居地区）

※断面図はイメージ図ですが、
家屋地盤高等の標高は現地と
ほぼ合わせています。

1

2（注意）

3（警戒）

4（危険）

5

最高水位を約0.4ｍ低減

実績水位

ダムが無かった
場合の水位



資料④

その他資料

（１）川内川激甚災害特別緊急事業について

（２）鶴田ダム再開発事業について



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

川内川激特事業の進捗状況について

九州地方整備局　川内川河川事務所

ー鹿児島県鶴田ダム下流管内ー

平成２２年９月１６日



川
内
川

樋
渡
川

１．樋渡地先（薩摩川内市）
平成２２年度完成予定
　・用地取得：９８％
　・築堤（1,000m）：施工済６６％（658m）
　・樋門（2基）：１００%
平成２２年度：用地協議の継続
　　　　　　　　　築堤継続

平成22年9月1日時点

写真中の施工箇所は、概略の区域を図示したものであり、実際の施工区域とは異なります。

※　今後の予算の状況等により事業内容が変更され
る可能性がある。

施工済み
平成２２年度施工予定
平成２２年度手続中
平成２２年度施工中
平成２３年度予定

凡　　例



川
内
川

２．五社下地先（薩摩川内市）

平成２１年度完成
　・用地取得：１００％
　・築堤（500m）：施工済100％（500m）

写真中の施工箇所は、概略の区域を図示したものであり、実際の施工区域とは異なります。

平成22年9月1日時点

施工済み
平成２２年度施工予定
平成２２年度手続中
平成２２年度施工中
平成２３年度予定

凡　　例



川
内
川

３．楠元地先（薩摩川内市）

平成２１年度完成
　・用地取得：１００％
　・築堤（800m）：施工済１００％（800m）
　・樋門（1基）：１００%

写真中の施工箇所は、概略の区域を図示したものであり、実際の施工区域とは異なります。

平成22年9月1日時点

施工済み
平成２２年度施工予定
平成２２年度手続中
平成２２年度施工中
平成２３年度予定

凡　　例



川
内
川

４．司野地先（薩摩川内市）

平成２２年度完成予定
　・用地取得：８６％
　・築堤（400m）：施工済４３％（172m）
　・樋門（1基）：１００%
平成２２年度：築堤継続
埋蔵文化財調査一部実施予定

写真中の施工箇所は、概略の区域を図示したものであり、実際の施工区域とは異なります。

※　今後の予算の状況等により事業内容が変更される可能性がある。

平成22年9月1日時点

施工済み
平成２２年度施工予定
平成２２年度手続中
平成２２年度施工中
平成２３年度予定

凡　　例



川
内
川

５．南瀬下地先（薩摩川内市）、７．久住地先（薩摩川内市）

南瀬下地先

久住地先

平成２２年度完成予定（南瀬下地先）
　・用地取得：１００％
　・築堤（500m）：施工済２２％（110m）
　・樋門（1基）：１００%
平成２２年度：築堤継続
埋蔵文化財調査完了

平成２２年度完成予定（久住地先）
　・用地取得：９９％
　・築堤（L=723m）：施工済７１％（L=500m）
　・樋門（1基）：１００%
平成２２年度：用地協議の継続
　　　　　　　　　築堤継続
埋蔵文化財調査完了

写真中の施工箇所は、概略の区域を図示したものであり、実際の施工区域とは異なります。

※　今後の予算の状況等により事業内容が変更される可能性
がある。

平成22年9月1日時点

平成22年9月1日時点

施工済み
平成２２年度施工予定
平成２２年度手続中
平成２２年度施工中
平成２３年度予定

凡　　例



川
内
川

６．南瀬地先（薩摩川内市）

平成２２年度完成予定
　・用地取得：８８％
　・築堤（300m）：施工済１００％（300m）県施工区間を除く
　・樋門（2基）：１００％
平成２２年度：用地協議の継続
　　　　　　　　　鹿児島県施工による道路
埋蔵文化財調査完了

写真中の施工箇所は、概略の区域を図示したものであり、実際の施工区域とは異なります。

※　今後の予算の状況等により事業内容が変更され
る可能性がある。

平成22年9月1日時点

施工済み
平成２２年度施工予定
平成２２年度手続中
平成２２年度施工中
平成２３年度予定
県施工区間（H21年度～H23年度）

凡　　例



川
内
川

８．倉野地先（薩摩川内市）

平成２０年度完成
　・築堤（200m）：施工済１００％

写真中の施工箇所は、概略の区域を図示したものであり、実際の施工区域とは異なります。

平成22年9月1日時点

施工済み
平成２２年度施工予定
平成２２年度手続中
平成２２年度施工中
平成２３年度予定

凡　　例



川
内
川

９．須杭地先（さつま町）　，１２．荒瀬地先（さつま町）

平成２１年度完成（須杭地先）
　・家屋補償：１００％

平成２２年度完成予定（荒瀬地先）
　・家屋補償：０％
平成２１年度：用地協議の継続

写真中の施工箇所は、概略の区域を図示したものであり、実際の施工区域とは異なります。

平成22年9月1日時点 平成22年9月1日時点

施工済み
平成２２年度施工予定
平成２２年度手続中
平成２２年度施工中
平成２３年度予定

凡　　例



１０．二渡①地先（さつま町）

川
内
川

平成２２年度完成予定
　・用地取得：９７％
　・築堤（1,300m）：施工済１１％（140m）
　・樋門（２基）：５０%
平成２２年度：用地協議の継続
　　　　　　　　　樋門新設１基，築堤
埋蔵文化財調査完了

写真中の施工箇所は、概略の区域を図示したものであり、実際の施工区域とは異なります。

※　今後の予算の状況等により事業内容が変更される
可能性がある。

平成22年9月1日時点

施工済み
平成２２年度施工予定
平成２２年度手続中
平成２２年度施工中
平成２３年度予定

凡　　例



１１．二渡②地先（さつま町）

川
内
川

平成２２年度完成予定
　・用地取得：９７％
　・築堤（900m）：施工済６７％（600m）
　・樋門（１基）：０%
平成２２年度：用地協議の継続
　　　　　　　　　樋門新設１基継続，築堤継続

写真中の施工箇所は、概略の区域を図示したものであり、実際の施工区域とは異なります。

※　今後の予算の状況等により事業内容が変更される
可能性がある。

平成22年9月1日時点

施工済み
平成２２年度施工予定
平成２２年度手続中
平成２２年度施工中
平成２３年度予定

凡　　例



１３．山崎地先（さつま町）

川
内
川

平成２２年度完成予定
　・用地取得：９９％
　・築堤（300m）：施工済０％
　平成２２年度：用地協議の継続
埋蔵文化財調査継続

写真中の施工箇所は、概略の区域を図示したものであり、実際の施工区域とは異なります。

※　今後の予算の状況等により事業内容が変更
される可能性がある。

平成22年9月1日時点

施工済み
平成２２年度施工予定
平成２２年度手続中
平成２２年度施工中
平成２３年度予定
県施工区間（H21年度～H24年度）

凡　　例



１４．虎居地先推込分水路（さつま町）

川
内
川

平成２２年度完成予定
　・用地取得：１００％
　・掘削（700,000m3）：施工済６１％（428,500m3）
　平成２２年度：掘削継続
　埋蔵文化財調査完了

写真中の施工箇所は、概略の区域を図示したものであり、実際の施工区域とは異なります。

※　今後の予算の状況等により事業内容が変更される
可能性がある。

平成22年9月1日時点

施工済み
平成２２年度施工予定
平成２２年度手続中
平成２２年度施工中
平成２３年度予定

凡　　例



１４．虎居地先（さつま町）　１５．川原地先　１６．屋地地先

川
内
川

平成２３年度完成予定
　・用地取得：９９％
　・築堤（2,100m）：施工済２１％（400m）
　・樋門（２基）：１００％
　平成２２年度：用地協議の継続
　　　　　　　　　　築堤継続
　埋蔵文化財調査完了

写真中の施工箇所は、概略の区域を図示したものであり、実際の施工区域とは異なります。

※　今後の予算の状況等により事業内容が変更される可能性があ
る。

平成22年9月1日時点

施工済み
平成２２年度施工予定
平成２２年度手続中
平成２２年度施工中
平成２３年度予定
県施工区間（H21年度～H24年度）

凡　　例



１８．大願寺地先（さつま町）

川
内
川

県

平成２１年度完成
　・用地取得：１００％
　・築堤（500m）：施工済１００％（500m）

写真中の施工箇所は、概略の区域を図示したものであり、実際の施工区域とは異なります。

平成22年9月1日時点

施工済み
平成２２年度施工予定
平成２２年度手続中
平成２２年度施工中
平成２３年度予定
県施工区間（H21年度～H22年度）

凡　　例



１７．湯田地先（さつま町）、１９．柏原地先（さつま町）

川
内
川

県

平成２２年度完成予定（湯田地先）
　・用地取得：９７％
　・築堤（1,200m）：施工済３２％（384m）
　・樋門（３基）：６６％
　平成２２年度：用地協議の継続
　　　　　　　　　　樋門新設１基継続，築堤継続
　埋蔵文化財調査完了

平成２２年度完成予定（柏原地先）
　・用地取得：８２％
　・築堤（1,200m）：施工済７１％（849m）
　・樋門（２基）：１００％
　平成２２年度：用地協議の継続
　　　　　　　　　　築堤継続
　埋蔵文化財調査一部調査

写真中の施工箇所は、概略の区域を図示したものであり、実際の施工区域とは異なります。

※　今後の予算の状況等により事業内容が変更される可能性がある。

平成22年9月1日時点 平成22年9月1日時点

施工済み
平成２２年度施工予定
平成２２年度手続中
平成２２年度施工中
平成２３年度予定
県施工区間（H21年度～H22年度）

凡　　例



２０．市場地先（さつま町）

川
内
川

平成２１年度完成
　・用地取得：１００％
　・築堤（50m）：施工済１００％（50m）

写真中の施工箇所は、概略の区域を図示したものであり、実際の施工区域とは異なります。

施工済み
平成２２年度施工予定
平成２２年度手続中
平成２２年度施工中
平成２３年度予定

凡　　例

平成22年9月1日時点



２１．新田地先（さつま町）

川
内
川

平成２２年度完成予定
　・用地取得：８０％
　・掘削（3,800m3）：施工済０％
　平成２２年度：築堤
　　　　　　　　　　用地協議の継続，

写真中の施工箇所は、概略の区域を図示したものであり、実際の施工区域とは異なります。

※　今後の予算の状況等により事業内容が変更される
可能性がある。

平成22年9月1日時点

施工済み
平成２２年度施工予定
平成２２年度手続中
平成２２年度施工中
平成２３年度予定

凡　　例



２２．神子地先（さつま町）

川
内
川

平成２１年度完成
　・用地取得：１００％

写真中の施工箇所は、概略の区域を図示したものであり、実際の施工区域とは異なります。

施工済み
平成２２年度施工予定
平成２２年度手続中
平成２２年度施工中
平成２３年度予定

凡　　例

平成22年9月1日時点



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

鶴田ダム再開発事業の概要

平成 ２ ２ 年 ９ 月 １ ６ 日

川 内 川 河 川 事 務 所



堆砂容量堆砂容量

死水容量

発電容量

洪水調節容量
75,000千m3

現放流
施設

再開発後（夏期）

洪水時最高水位

最低水位
現放流
施設

洪水時最高水位

最低水位

洪水調節容量
98,000千m3

現況（夏期）

増設
放流施設

・夏場の洪水調節容量を7,500万m3から9,800万m3（約1.3倍)に増量

・低い水位でも放流できる、新たな放流管を増設

治水＋発電
（予備放流）

治水＋発電
（予備放流）

鶴田ダム再開発事業の概要



左岸側
（屋地地区）

右岸側
（虎居地区）

▽

平成18年7月洪水における鶴田ダムの洪水調節効果（宮之城付近）



増設減勢工 既設減勢工改造

法面掘削

増設放流管

新設発電管

鶴田ダム再開発事業の構造イメージ



増設減勢工
既設減勢工改造

法面掘削 増設放流管
新設発電管

イメージパース図

※現時点の完成イメージであり、実際とは異なる場合があります。



鶴田ダム上流面図

450.0m

堤頂長

堤
高

1
1
7
.5
m

増設放流管　

φ4.8m×3条

新設発電管

Φ5.2m×2条

既設放流管敷高 EL118.0m

EL104.6m EL107.5m

EL95.0m

既設発電管 EL119.0m



増設洪水吐縦断図

約1１0m
増設放流管

副ダム

増設減勢工

ゲート部

50m
既設洪水吐き部

20m
増設洪水吐き部

EL95.0m

堤体放流管
約60m

約2０0m

放流管

約
22

m

A

A

A-A断面図



既設減勢工改造部縦断図

新設副ダム

約
30

m
約70m
傾斜水路部

約160m
減勢工下流部新設

50m
既設洪水吐き部

20m
増設洪水吐き部

A

A

A-A断面図

約
30

m



鶴田ダム再開発の工事フロー

ダム上流仮締切

ダム下流仮締切

法面掘削工事

放流設備工事 新設減勢工工事

既設減勢工改造工事

発電施設改造工事転流工



【施工時水位　概ねWL 120.0m 】【施工時水位　WL 133.0m 】

－WL133.0mでの工事内容－
　・堤体上流水中掘削
　・台座コンクリート設置
　・上流仮締切設置・撤去
　　　　　　　　　　　　　　　　　等　

－WL120.0mでの工事内容－
　・堤体貫通
　・放流管呑口部施工
　・制水ゲート設置
　　　等の仮締切内作業

工事中の貯水位について

●貯水池内での作業は、非洪水期（１０／１６～５／３１）に水位を下げて行う。

WL 133.0m

WL 120.0m



①天端ステージ設置

②仮締切設置
③堤体削孔

上流仮締切設置状況（他ダム事例）

削孔機械の一例

堤体削孔工事の進め方（１）

WL 133.0m(工事運用水位)

台座ｺﾝｸﾘｰﾄ



⑤仮締切撤去 ⑥放流管の組立及び
　 コンクリート充填

堤体貫通状況（他ダム事例）
放流管組立状況（他ダム事例）

堤体削孔工事の進め方（２）

WL 120.0m(工事運用水位)

④ベルマウス、
　予備ゲート設置



・平成２２年度は、新設の放流管に着手
する外、法面掘削工事を継続施工。

鶴田ダム再開発事業　進捗状況

・工事用道路は、平成２２年度内に完了
予定。



進捗状況：災害復旧工事（Ｈ２１年度末完了）

ダム天端から下流側（右岸）を望む



進捗状況：左岸工事用道路工事（Ｈ２１年度末完了）

ダム側から下流側（左岸）を望む



進捗状況：法面掘削工事

ダム下流の右岸側を望む



進捗状況：右岸工事用道路工事

１９

ダム下流の右岸奥側を望む
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